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亀山市の福祉指数（平成２７年12月１日現在）
市総人口　49,854人　 65歳以上の人口 12,554人（男性 5,595人 女性 6,959人）

世帯数　20,695世帯　 18歳以下の人口   8,962人（男性 4,577人 女性 4,385人）

　　　　　　　　　　  高齢化率 25.2％

発行 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会 〒519‒0164 亀山市羽若町545番地 市総合保健福祉センター｢あいあい｣内
TEL 0595‒82‒7985　FAX 0595‒83‒1578　URL http://kameyama-shakyo.or.jp

お寄せいただきましたご芳志は、社会福祉事業のため有効活用させていただきます。厚くお礼申し上げます。

●嘱託職員募集●嘱託職員募集

●NEW FACE　
～ 新しいボランティア団体を紹介します。 ～
●NEW FACE　
～ 新しいボランティア団体を紹介します。 ～

　　Facebook はじめました　　Facebook はじめました

　「介護アロマ三重サークル」はアロマ精油を使用し、香
りとふれあいからリラックス＆リフレッシュの場を作り
たいという思いをもとに発足したボランティア団体です。
　現在は市内２か所の高齢者グループホームにて活動し
ています。活動中はやさしい香りに包まれる中、ハンド
マッサージをしながらゆっくりとお話をします。すると
自然と入居者からも笑顔がこぼれていました。
　介護アロマ三重サークルに関するお問い合わせ先
亀山市ボランティアセンター　TEL0595-82-7985

社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会
社協だよりは市民の皆様からいただいている会費で発刊しています。

生活・福祉のお困りごと
ご相談ください  ☎82-7985

    
    
  ボ
ランティアで厚生労働大臣
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●職　　種　①相談員（成年後見等地域福祉相談業務）　②介護支援専門員（ケアマネジャー）
●採用人数　各１名
●応募資格　・心身ともに健康で、社会福祉の仕事に理解のある方
　　　　　　・普通自動車運転免許を所有または、採用日までに取得見込みの方
　　　　　　※職種①は社会福祉士の資格を有する方（採用日までに資格取得見込み者も可）
　　　　　　※職種②は介護支援専門員の資格を有する方（採用日までに資格取得見込み者も可）
●試験の日時・場所
　　　　　　と　き　平成28年２月中旬頃（予定）　※受付後に連絡します。
　　　　　　ところ　亀山市総合保健福祉センター　あいあい
　　　　　　内　容　面接試験
●申込方法　履歴書（市販のもの）及び資格を有することを証明する書類の写しを提出してください。
　　　　　　申込期限：平成28年１月29日（金）まで
●採用予定日　平成28年４月１日
●問合わせ先　総務係　TEL0595-82-7985
※詳しくは亀山市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

　地域の情報や社協の活動などを紹介していきます。
　亀山市社会福祉協議会のホームページからもご
覧いただけます。
　みなさまの「いいね！」をお待ちしています。

●平成２８年４月より
指定特定相談支援事業所・
障害児相談支援事業所を
開設します

●平成２８年４月より
指定特定相談支援事業所・
障害児相談支援事業所を
開設します
　社会福祉センター内にて障がい者、障がい児の
方々が障害福祉サービス等を利用するための相談
や利用計画(案)の作成、サービス事業所等との連絡
調整などをします。
問合わせ先　障がい福祉係 TEL0595-82-9087

亀山社協
クリック

廣森 ヨネコさん
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　皆様におかれましては、健やかに新春

をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　旧年中は、本会の事業運営に対しまし

て、深いご理解と格別のご支援を賜り、

心より感謝申し上げます。

　さて、近年孤独死や引きこもりなどの

社会的孤立や貧困による生活困窮など地

域住民が抱える福祉課題、生活課題は多

様化してきており、既存の社会保障や公

的な福祉サービスによる対応だけでは解

決が困難になってきています。

　こうした状況の中、本会では、地域の

中で支援を必要とする方々に対して、良

き相談相手となるとともに、民生委員児

童委員や自治会等関係団体と連携し支援

する「福祉委員」・「福祉委員会」活動の

推進や生活困窮者自立支援法の相談窓口

となる自立相談支援事業等の受託など社

会福祉協議会のネットワークと専門性を

活かした事業を推進しております。

　また、現在、国では組織体制の強化、

事業運営の透明性の向上、地域における

公益的活動の推進など社会福祉法人制度

の改革に向けて、社会福祉法等の改正が

行われようとしています。本会としまし

ても、地域福祉の要として、一層の自覚ても、地域福祉の要として、一層の自覚

と責任を持って責務を果たしていくととと責任を持って責務を果たしていくとと

もに、市民の信頼と期待に応えられるよもに、市民の信頼と期待に応えられるよ

う、「誰もが地域で安心して暮らし続けてう、「誰もが地域で安心して暮らし続けて

いけるまち」を目指し、事業に取り組んいけるまち」を目指し、事業に取り組ん

で参ります。

　本年が更なる飛躍の年となりますよう、　本年が更なる飛躍の年となりますよう、

役職員一体となって、地域福祉の向上に役職員一体となって、地域福祉の向上に

努めて参りますので、住民の皆様には、努めて参りますので、住民の皆様には、

引き続きご支援、ご協力をお願い申し上引き続きご支援、ご協力をお願い申し上

げ、新年のご挨拶とさせていただきます。げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
社会福祉法人　亀山市社会福祉協議会
　　　　　　　　 会　長　　楳谷　英一 

第11回亀山市社会福祉大会を開催しました
　11月６日（金）亀山市文化会館内中央コミュ

ニティセンターにおいて、市と市社会福祉協

議会の共催で、「第11回亀山市社会福祉大会」

を開催しました。市内における福祉関係者約

250名の方々にご出席いただき、民生委員児

童委員、保護司、社会福祉施設職員・団体、

福祉委員、地域福祉功労者、ボランティア、

自治会など長年地域福祉に貢献されている34

名15団体の表彰を行いました（次頁参照）。

　また、参加者一同の総意により「大会宣

言」が採択され、「すべての地域住民が健やか

に安心して暮らせる『福祉のまちづくり』の

◆民生委員児童委員功労者　　　　　　　１名
　佐野　滿枝
◆社会福祉関係団体・施設等功労者　　　６名
　落合　征子　　田中　ひろ子　若林　美智子
　若林　淸子　　中村　朋子　　増田　悦子
◆ボランティア功労者　　　　　　　　　４名
　杉野　賀津子　菊田　明子　　田中　　宏
　　岡　清子

◆社会福祉事業寄付　　　　　　　３名１団体
　安藤　利正　　近藤　行子　　渡辺　晃弘
　ホンダ七日会
　

◆社会福祉施設・団体等功労者　　　　　６名
　井口　美保　　西川　恒子　　渡邉　昭彦
　松上　博則　　大辻　典子　　小川　　子

◆福祉委員功労者　　　　　　　　　　　７名
　安藤　みさ子　安藤　勝三　　原　　富子
　伊藤　喜久男　打田　咲子　　川内　　理
　寺嶋　敏典

◆地域福祉活動功労者　　　　　　　　　　１名
　松井　保利

◆ボランティア功労者　　　　　　　　　　６名
　草川　理恵子　永島　み　子　山木　榮子
　　岡　弘子　　　川　勇子　　草川　　隆

◆社会福祉事業寄付　　　　　　　　１社４団体
　亀山市地区コミュニティ連絡協議会
　亀山市婦人会連絡協議会
　株式会社　スズカ　　
　古河電気工業労働組合三重支部青年部
　三重県遊技業協同組合亀山支部

◆社会福祉協助者　　　　　　　　　　　10団体
　泉ヶ丘自治会　　　阿野田町二本松自治会　
　川合町自治会　　　天神第６自治会
　東江ヶ室自治会　　南野町第２自治会
　駅道自治会　　　　本町４の３自治会
　会下住友自治会　　中町１自治会

第11回亀山市社会福祉大会被表彰者・団体（敬称略・順不同）

実現と更なる地域福祉の推進を図るため、そ

れぞれの役割をしっかりと果たしながら、一

層の連携と協力を図り、地域福祉の更なる充

実向上に全力を傾けること」を誓いました。

　記念講演には亀山市文化大使である東京大
学名誉教授　順天堂大学医学部 泌尿器科学講
座客員教授　川戸　佳　氏を講師に招き、
「記憶中心の脳海馬が合成する男性・女性ホ
ルモンで認知症やうつ病に勝てる」と題して
ご講演いただきました。川戸氏は脳海馬の記

憶学習について研究されており、老化による
記憶力の低下やアルツハイマー病による認知
症に対して男性ホルモン、女性ホルモンが与
える影響などについて、川戸先生の研究結果
を交えて貴重なお話を聞かせていただきまし
た。

記念講演 「記憶中心の脳海馬が合成する男性・女性ホルモンで認知症やうつ病に勝てる」
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新年のご挨拶
社会福祉法人　亀山市社会福祉協議会
　　　　　　　　 会　長　　楳谷　英一 

第11回亀山市社会福祉大会を開催しました
　11月６日（金）亀山市文化会館内中央コミュ

ニティセンターにおいて、市と市社会福祉協

議会の共催で、「第11回亀山市社会福祉大会」

を開催しました。市内における福祉関係者約

250名の方々にご出席いただき、民生委員児

童委員、保護司、社会福祉施設職員・団体、

福祉委員、地域福祉功労者、ボランティア、

自治会など長年地域福祉に貢献されている34

名15団体の表彰を行いました（次頁参照）。

　また、参加者一同の総意により「大会宣

言」が採択され、「すべての地域住民が健やか

に安心して暮らせる『福祉のまちづくり』の

亀山市長表彰
◆民生委員児童委員功労者　　　　　　　１名
　佐野　滿枝
◆社会福祉関係団体・施設等功労者　　　６名
　落合　征子　　田中　ひろ子　若林　美智子
　若林　淸子　　中村　朋子　　増田　悦子
◆ボランティア功労者　　　　　　　　　４名
　杉野　賀津子　菊田　明子　　田中　　宏
　　岡　清子

亀山市長感謝
◆社会福祉事業寄付　　　　　　　３名１団体
　安藤　利正　　近藤　行子　　渡辺　晃弘
　ホンダ七日会
　
亀山市社会福祉協議会会長表彰
◆社会福祉施設・団体等功労者　　　　　６名
　井口　美保　　西川　恒子　　渡邉　昭彦
　松上　博則　　大辻　典子　　小川　　子

◆福祉委員功労者　　　　　　　　　　　７名
　安藤　みさ子　安藤　勝三　　原　　富子
　伊藤　喜久男　打田　咲子　　川内　　理
　寺嶋　敏典

◆地域福祉活動功労者　　　　　　　　　　１名
　松井　保利

◆ボランティア功労者　　　　　　　　　　６名
　草川　理恵子　永島　み　子　山木　榮子
　　岡　弘子　　　川　勇子　　草川　　隆

亀山市社会福祉協議会会長感謝
◆社会福祉事業寄付　　　　　　　　１社４団体
　亀山市地区コミュニティ連絡協議会
　亀山市婦人会連絡協議会
　株式会社　スズカ　　
　古河電気工業労働組合三重支部青年部
　三重県遊技業協同組合亀山支部

◆社会福祉協助者　　　　　　　　　　　10団体
　泉ヶ丘自治会　　　阿野田町二本松自治会　
　川合町自治会　　　天神第６自治会
　東江ヶ室自治会　　南野町第２自治会
　駅道自治会　　　　本町４の３自治会
　会下住友自治会　　中町１自治会

第11回亀山市社会福祉大会被表彰者・団体（敬称略・順不同）

実現と更なる地域福祉の推進を図るため、そ

れぞれの役割をしっかりと果たしながら、一

層の連携と協力を図り、地域福祉の更なる充

実向上に全力を傾けること」を誓いました。

　記念講演には亀山市文化大使である東京大
学名誉教授　順天堂大学医学部 泌尿器科学講
座客員教授　川戸　佳　氏を講師に招き、
「記憶中心の脳海馬が合成する男性・女性ホ
ルモンで認知症やうつ病に勝てる」と題して
ご講演いただきました。川戸氏は脳海馬の記

憶学習について研究されており、老化による
記憶力の低下やアルツハイマー病による認知
症に対して男性ホルモン、女性ホルモンが与
える影響などについて、川戸先生の研究結果
を交えて貴重なお話を聞かせていただきまし
た。

記念講演 「記憶中心の脳海馬が合成する男性・女性ホルモンで認知症やうつ病に勝てる」
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あいあい祭り２０１5
　今回で16回目となる「あいあい祭り」があいあ

い及び医療センターで開催されました。

　華やかなステージ発表、健康・福祉・医療・地

域に関連した体験コーナーや飲食ブースなど多く

の人で賑わいました。

亀山市総合防災訓練に参加しました

あいあい笑顔のつどい

　市内在住の75歳以上の一人暮らしの方を招待し、

合計236名の方が参加されました。昼生保育園、

亀山愛児園の園児による発表や、亀山高校総合生

活科の生徒によるオペレッタや体操、制作活動な

どを楽しんだ後、お昼には食生活改善推進協議会

による手作り弁当がふるまわれました。

　午後はアモーレかめやまの大正琴の演奏を楽し

みました。

　亀山市社会福祉協議会ではボランティアセン

ターを運営し、災害ボランティア活動の支援・啓

発を行っています。

Q 活動を始めたきっかけは？
A　28年前、友人とボランティア
団体に入会したことがきっかけで
す。
　そして15年前に身体障害者手
帳保有者で集まり、私たちでも何
かできることはないか、と「のろ
までもできること」という意味を
込めて「亀の会」を設立しました。

Ｑ　一番の思い出は？
Ａ　「亀の会」の活動です。適応
指導教室に通う子ども達との交流
は、子ども達に喜んでもらうこと
を一番に考えて内容を工夫してい

ます。
　子ども達は優しい子ばかりです。
けがをして入院した時も、お見舞
いのメッセージを送ってくれてと
ても嬉しかったです。
　　　　　　　　　　　　　　　
Q　苦労したことは？
Ａ　活動資金を集めることです。
コツコツと手作りの手芸作品を
作ってバサーで販売しました。
　東日本大震災の時は、寒い時期
だったので、特技を活かして手編
みのぼうし、マフラー、ベストを
被災地に送りました。

Ｑ　受賞の感想は？
Ａ　みんなの代表でもらえた賞だ
と思っています。一人でできるこ
とではないので、一緒に活動して
きたみんなに感謝しています。
　楽しみにしてくれているみんな
のために、これからも活動を続け
ていきたいと思います。

亀山市には、私たちの生活の身近なところで活躍してい
る、福祉に関わる方々がたくさん存在します。「社協だよ
り」では、それらの団体や活動について紹介します。
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最前線！最前線！最前線！最前線！ふく し

　白木町の廣森ヨネコさん（81）がボランティア活動
を積極的に行い、地域の福祉向上に貢献されたことを
たたえるボランティア功労の厚生大臣表彰を受賞され
ました。
　広森さんは昭和62年から約28年にわたって、身体
障がい者などで構成されるボランティアグループ「亀
の会」の中心メンバーとして、適応指導教室に通う子
ども達との交流を続けています。
　また、「清和友の会」として、養護老人ホームでの
ボランティア活動を行い、高齢者の生きがいづくりに
積極的に取り組まれていました。

廣森さんの活動

・亀の会中心メンバーとして適応指導教室に通う児
童と交流

・清和友の会にて施設入居者の生きがいづくり活動
・在宅福祉ネットワーク愛里寿での様々なイベント
協力活動

・手作り作品を保育園や老人施設、被災地へ贈呈
皆様には、本年度も温かなご支援とご協力を頂きまして、誠にありがとうございました。

平成27年度 赤い羽根共同募金 実績報告
7,733,563円（12月1日現在）

10/18 11/10・11/24

11/22
　亀山東小学校で開催された亀山市総合防災訓練

に亀山市ボランティア連絡協議会の会員と参加し、

災害ボランティアセンターの役割などを紹介しま

した。

　災害ボランティアセンター活動のDVDの放映や、

台風18号の災害ボランティア活動のパネル展示、

車椅子補助装置ジンリキを使用した車いす体験な

どを訓練参加者に体験してもらいました。

　訓練に参加することで、平時から災害に備える

ことの大切さを伝え、災害ボランティア活動につ

いて啓発することが出来ました。

訓練の様子

一人でも多くの人に笑顔を届けたい
厚生労働大臣表彰受賞 廣森ヨネコ さん

亀の会のメンバーと共に亀の会のメンバーと共に亀の会のメンバーと共に

伝達式の様子

社会福祉協議会活動紹介コーナー社会福祉協議会活動紹介コーナー社会福祉協議会活動紹介コーナー

廣森さんの作品
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善 意 の 寄 付善 意 の 寄 付（平成２7年9月１日～平成２７年11月30日まで）

福田利一 様　福西高弘 様　レストラン オスカー 様　花しょうぶまつり実行委員会 様　すみれの会 様　亀山高校三九会 様

亀山市の福祉指数（平成２７年12月１日現在）
市総人口　49,854人　 65歳以上の人口 12,554人（男性 5,595人 女性 6,959人）

世帯数　20,695世帯　 18歳以下の人口   8,962人（男性 4,577人 女性 4,385人）

　　　　　　　　　　  高齢化率 25.2％

印刷
株式会社 一誠堂

再生紙を使用しています。

発行 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会 〒519‒0164 亀山市羽若町545番地 市総合保健福祉センター｢あいあい｣内
TEL 0595‒82‒7985　FAX 0595‒83‒1578　URL http://kameyama-shakyo.or.jp

お寄せいただきましたご芳志は、社会福祉事業のため有効活用させていただきます。厚くお礼申し上げます。

●嘱託職員募集●嘱託職員募集

●NEW FACE　
～ 新しいボランティア団体を紹介します。 ～
●NEW FACE　
～ 新しいボランティア団体を紹介します。 ～

　　Facebook はじめました　　Facebook はじめました

　「介護アロマ三重サークル」はアロマ精油を使用し、香
りとふれあいからリラックス＆リフレッシュの場を作り
たいという思いをもとに発足したボランティア団体です。
　現在は市内２か所の高齢者グループホームにて活動し
ています。活動中はやさしい香りに包まれる中、ハンド
マッサージをしながらゆっくりとお話をします。すると
自然と入居者からも笑顔がこぼれていました。
　介護アロマ三重サークルに関するお問い合わせ先
亀山市ボランティアセンター　TEL0595-82-7985

生活・福祉のお困りごと
ご相談ください  ☎82-7985

    
    
  ボ
ランティアで厚生労働大臣

賞
を
受
賞

●職　　種　①相談員（成年後見等地域福祉相談業務）　②介護支援専門員（ケアマネジャー）
●採用人数　各１名
●応募資格　・心身ともに健康で、社会福祉の仕事に理解のある方
　　　　　　・普通自動車運転免許を所有または、採用日までに取得見込みの方
　　　　　　※職種①は社会福祉士の資格を有する方（採用日までに資格取得見込み者も可）
　　　　　　※職種②は介護支援専門員の資格を有する方（採用日までに資格取得見込み者も可）
●試験の日時・場所
　　　　　　と　き　平成28年２月中旬頃（予定）　※受付後に連絡します。
　　　　　　ところ　亀山市総合保健福祉センター　あいあい
　　　　　　内　容　面接試験
●申込方法　履歴書（市販のもの）及び資格を有することを証明する書類の写しを提出してください。
　　　　　　申込期限：平成28年１月29日（金）まで
●採用予定日　平成28年４月１日
●問合わせ先　総務係　TEL0595-82-7985
※詳しくは亀山市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

　地域の情報や社協の活動などを紹介していきます。
　亀山市社会福祉協議会のホームページからもご
覧いただけます。
　みなさまの「いいね！」をお待ちしています。

●平成２８年４月より
指定特定相談支援事業所・
障害児相談支援事業所を
開設します

●平成２８年４月より
指定特定相談支援事業所・
障害児相談支援事業所を
開設します
　社会福祉センター内にて障がい者、障がい児の
方々が障害福祉サービス等を利用するための相談
や利用計画(案)の作成、サービス事業所等との連絡
調整などをします。
問合わせ先　障がい福祉係 TEL0595-82-9087

亀山社協
クリック

廣森 ヨネコさん
（白木町）

かめやま
2016.1

第44号


